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アジェンダ
✓ 今までのオープンソースILSソリューション

✓ オープンソースILSの導入

✓ FOLIO: 新しいオープンソースLSP
✓ ライブラリ・サービス・プラットフォーム
✓ オープンソース・コミュニティ
✓ ユーザ中心のソリューション開発



• オープンソースILS (integrated library systems) は世界中で成功し
ている

• KohaとEvergreenはオープンソースのILSソリューション

• オープンソースソフトウェアは以下でも利用可能:

• ディスカバリ(VuFind, Blacklight)

• 機関リポジトリ(Dspace, Fedora, Hyku)

• 電子リソース・マネジメント (Coral)

オープンソースILSソリューションの傾向



• Koha “is likely the most implemented ILS globally”（Kohaは「世界
で最も実装されたILS」）-Marshall Breeding. www.libraries.org

• Koha は世界で15,000に及ぶ図書館で利用されている

• Evergreenは世界で1,500以上の図書館で利用されている

• KohaとEvergreenは当初公共図書館のニーズを満たすために
開発された

オープンソースの浸透

http://www.libraries.org/


オープンソースILSが成功したのであれ
ば、新しい選択肢は必要でしょうか？



CHANGES
in library automation 

ベンダーによる囲い込み

モノリシックなシステム

停滞するイノベーション

高騰するコスト



EBSCOは新しいオープンソースのライブラリ・サービ
ス・プラットフォーム（LSP）である FOLIOの創出を

サポートしています。

FOLIOは大学図書館によって、大学図書館のために作られました。

FOLIO は今までのILS機能 (貸出・返却、選書購入、目録作成…) に加え、
ILSの機能にない新しいアプリをサポートするよう拡張が可能で

す。

FOLIOはILSからLSPへの変化を象徴しています



• FOLIOは学術図書館の要求に応えるために作られました。

• FOLIOソフトウェアは初めから新しく、モダンなマイクロサー
ビス・アーキテクチャを利用しています。

• FOLIOは統合ERM (electronic resource management)と物理リ
ソースのワークフローをサポートしています。

• FOLIOはクラウドでのホストも、ローカルでのデプロイも可能
です。

• FOLIO はBIBFRAMEに則った、モダンなデータアーキテクチャ
である FOLIO Codexを採用しています。

FOLIO: モダンなライブラリ・サービス・プラットフォーム



• ダイナミックで持続可能な コミュニティ

• イノベーションを促進するオープンソフトウェアプラットフォームの提
供

• ILS/LSPコストを低減するためのオープンソースの利用

• マイクロサービス・アーキテクチャのアプリケーションの選択を促進

• クラウドでもオンプレミスでも利用可能

The FOLIO Idea…



FOLIOコミュニティ
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FOLIOコミュニティ内のライブラリアンのインプット

01 プロダクト・マネージャー

ロードマップを提示する
02 プロダクト・カウンシル& 

テクニカル・カウンシル

進捗を進めるための手法を考える
マネジメント

03 
スペシャル・インタレ
スト・グループ
要件定義とデザインを支援する、
領域での内容領域専門家 (Subject 
Matter Expert, SME)

04 プロダクト・オーナー
要求を要件にする

05 デザイナ
FOLIOのデザインを決定するUX/UI
の最初のアプローチ

06 開発
PO、デザイナー、SIGによって決
定された要件から開発をおこなう。
迅速なフィードバック。



FOLIOソフトウェアの開発方法:
ライブラリアンのインプットを基にした開発



FOLIO Ideation: ライブラリアン/UXデザイナー



ライブラリアンのインプットを基にした初期UXスケッチ



デザインスケッチを基にしたプロトタイプ



プロトタイプから開発された実際のFOLIOソフトウェア



FOLIO 日本 SIG (Special Interest Group)

• wiki.folio.org>日本SIG



FOLIO 日本 SIG (Special Interest Group)

• Slack #日本SIG



ロードマップ: 2018とその後

about:blank


FOLIOマイルストーン |  タイムライン

2018年
1月

2018年12月 –
2019年中頃

FOLIO Alpha
(リソース管理)

FOLIOBeta

初期採用図
書館での利
用開始

FOLIO V1

図書館での
運用

2019年/2020年

https://wiki.folio.org/


イノベーション

FOLIO オープン

プラットフォー

ムはローカル・

イノベーション

を支援します。

チョイス

クラウド/ロー

カル、EBSCO 

Folioサポート/

別のサポート機

関

コミュニティ

FOLIO コミュニ

ティは多様で、

ユニークで、サ

ステーナブルで

す。

Key FOLIO 
Benefits
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